
海
外
展
開
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

輸
出
関
連
事
業
者
に
必
須
の
備
え

お得な商工会議所の保険制度
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

賠
償
金
は
増
加
傾
向
に

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険

事
業
活
動
リ
ス
ク
を
幅
広
く
補
償

　特　集　

漏
れ
・
ダ
ブ
り
を

解
消
し
て
一
本
化

風
災
・
水
災
な
ど

自
然
災
害
も
対
応

早
期
復
旧
で

企
業
信
用
向
上

厳
し
く
問
わ
れ
る

労
務
管
理

民
事
責
任
に
対
応

「
心
の
病
」対
策
の

義
務
化

加
入
し
や
す
い

保
険
料
と
手
続
き

２
つ
の
保
険
で

安
心
し
て
取
引
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日
本
商
工
会
議
所
で
は
現
在
、
会
員
企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
目
的
に
、
各
地
商
工
会
議
所
を
通
じ
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
」「
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン
」「
海
外
展
開
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」「
情
報
漏
え
い
賠
償
責

任
保
険
制
度
」「
中
小
企
業
Ｐ
Ｌ
保
険
制
度
」「
休
業
補
償
プ
ラ
ン
」と
い
っ
た
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
各
制

度
と
も
中
小
企
業
者
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
簡
便
な
事
務
手
続
き
か
つ
低
廉
な
保
険
料
で
カ
バ
ー
で
き
る
、
ま
さ

に
中
小
企
業
の
た
め
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
昨
今
、
事
業
者
に
お
け

る
業
務
内
容
や
範
囲
な
ど

が
拡
大
し
多
様
化
す
る

中
、
「
中
小
企
業
Ｐ
Ｌ
保

険
制
度
」
や
「
情
報
漏
え

い
賠
償
責
任
保
険
制
度
」

な
ど
の
既
存
の
保
険
制
度

だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
賠
償
責
任
リ
ス
ク
が
多

く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
日

本
商
工
会
議
所
と
し
て

は
、
既
存
の
制
度
で
カ
バ

ー
し
て
い
る
リ
ス
ク
に
加

え
て
、
「
施
設
」
「
業
務

遂
行
」
「
管
理
財
物
」
に

関
す
る
賠
償
責
任
へ
の
補

償
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、

会
員
事
業
者
を
取
り
巻
く

事
業
活
動
リ
ス
ク
を
幅
広

く
総
合
的
に
カ
バ
ー
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度

（
表
１
）
を
創
設
し
た
。

会
員
事
業
者
は
補
償
の
漏

れ
・
ダ
ブ
リ
を
解
消
し
一

本
化
し
て
加
入
で
き
る
。

　
本
制
度
の
賠
償
責
任
補

償
で
新
た
に
追
加
し
た

「
施
設
」「
業
務
遂
行
」「
管

理
財
物
」に
関
す
る
補
償

は
、例
え
ば
、水
道
の
締
め

忘
れ
に
よ
り
階
下
テ
ナ
ン

ト
の
店
舗
を
水
浸
し
に
し

た
、工
事
現
場
の
資
材
が

倒
れ
て
歩
行
者
に
け
が
を

負
わ
せ
た
、ホ
テ
ル
な
ど

の
ク
ロ
ー
ク
で
預
か
っ
た

上
着
を
汚
し
た
、と
い
っ

た
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
。

　
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で

は
最
近
、
損
害
賠
償
金
が

高
額
化
し
て
お
り
中
小
企

業
に
と
っ
て
高
額
な
負
担

は
経
営
リ
ス
ク
と
な
る
。

消
費
者
意
識
が
高
ま
る
と

と
も
に
こ
れ
ま
で
以
上
に

事
業
者
に
対
し
て
厳
し
い

目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

既
存
の
保
険
制
度
で
の
加

入
率
が
高
か
っ
た
製
造

業
、
販
売
業
、
飲
食
業
だ

け
で
な
く
、
建
設
業
や
介

護
事
業
な
ど
に
も
マ
ッ
チ

し
た
プ
ラ
ン
設
計
も
可
能

で
、
幅
広
い
補
償
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
制
度
は
、
日
本
商
工

会
議
所
が
２
年
前
か
ら
全

国
各
地
で
の
意
見
交
換
や

既
存
制
度
へ
の
要
望
な
ど

を
踏
ま
え
補
償
内
容
の
検

討
を
行
っ
て
き
た
も
の
。

本
制
度
の
う
ち
「
総
合
補

償
型
」
（
表
２
）
は
、
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る

集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る

風
災
・
水
災
な
ど
の
突
発

的
な
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
に
見
舞
わ
れ
た
際
の
事

業
休
業
に
伴
う
売
上
高

（
利
益
）
減
少
に
対
応
す

る
補
償
を
商
工
会
議
所
の

保
険
制
度
と
し
て
初
め
て

導
入
す
る
。

　
引
受
保
険
会
社
に
よ
っ

て
は
、
地
震
に
よ
る
事
業

休
業
リ
ス
ク
も
対
象
に
し

て
い
る
。
こ
の
補
償
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
地
区
か
ら
も
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
も
の
。
災
害
時

の
万
が
一
の
備
え
と
し
て

事
業
継
続
資
金
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
保
険
料
水
準
に
つ
い
て

も
、
全
国
商
工
会
議
所
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
団
体
割
引
に
よ
る

割
安
な
水
準
（
割
引
率
は

約
１
～
３
割
程
度
）
と
な

っ
て
お
り
、
売
上
高
を
基

礎
と
し
た
簡
易
な
引
受
方

法
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
会
員
事
業
者
が
加

入
し
や
す
い
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
本
制
度
（
総
合

補
償
型
）
は
、
平
成

年

４
月
か
ら
加
入
で
き
、
７

月
１
日
よ
り
補
償
開
始
と

な
る
。

　
本
制
度（
総
合
補
償
型
）

は
商
工
会
議
所
が
こ
れ
ま

で
推
進
し
て
き
た
事
業
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策

定
と
関
連
性
が
深
い
。
大

規
模
災
害
な
ど
の
緊
急
時

へ
の
備
え
と
し
て
ど
ち
ら

も
準
備
し
て
お
く
こ
と

で
、
企
業
と
し
て
の
危
機

管
理
能
力
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
事
業
活
動
の
継

続
・
早
期
復
旧
な
ど
に
よ

り
、
取
引
先
へ
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
供
給
責

任
を
果
た
し
、
顧
客
の
維

持
・
獲
得
、
企
業
信
用
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
平
成

年
の
東
日
本
大

震
災
の
発
生
以
降
、
日
本

で
は
大
規
模
な
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
（
表

３
）
。
こ
う
し
た
災
害
時

に
中
小
企
業
の
多
く
が
、

数
カ
月
の
営
業
停
止
に
よ

る
顧
客
離
れ
や
資
金
不
足

に
よ
り
従
業
員
へ
の
給
料

支
払
い
が
で
き
ず
に
貴
重

な
人
材
を
失
っ
た
り
し
た

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

た
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
災
害
時

の
事
前
対
策
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
営
資
源
（
人
、

物
、
情
報
、
金
な
ど
）
を

平
時
か
ら
確
保
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る

が
、
本
制
度
は
資
金
面
で

の
備
え
と
な
る
。
銀
行
か

ら
の
融
資
や
平
時
か
ら
の

積
立
金
と
い
っ
た
手
段
に

対
し
、
本
制
度
は
、
受
け

取
っ
た
保
険
金
は
返
済
が

不
要
で
、
一
定
水
準
の
掛

金
負
担
で
大
き
な
補
償
が

得
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

　
引
受
保
険
会
社
に
よ
っ

て
は
、加
入
企
業
に
対
し
、

建
物
・
機
械
設
備
の
汚
染

の
調
査
、
汚
染
除
去
を
行

う
こ
と
で
、
従
来
は
新
品

交
換
す
る
以
外
に
方
法
が

な
か
っ
た
機
械
、
設
備
な

ど
を
被
災
前
の
機
能
・
状

態
に
修
復
す
る
「
早
期
災

害
復
旧
支
援
」
を
提
供
し

て
お
り
、
事
業
の
早
期
復

旧
を
後
押
し
す
る
。

　
過
労
死
を
巡
る
裁
判

で
、
従
来
よ
り
企
業
や
経

営
者
の
責
任
を
明
確
に
す

る
判
決
が
増
加
し
て
い

る
。
平
成

年

月
に
改

正
労
働
安
全
衛
生
法
が
施

行
さ
れ
る
な
ど
、
従
業
員

の
労
務
管
理
に
つ
い
て
、

企
業
側
の
対
応
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
問
わ
れ
て
い

る
。

　
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

は
、
従
来
型
の
負
傷
型
労

災
と
い
わ
れ
る
業
務
中
の

け
が
、
お
よ
び
労
働
災
害

の
責
任
が
企
業
に
あ
る
と

法
律
上
判
断
さ
れ
た
（
例

え
ば
安
全
配
慮
義
務
違
反

を
問
わ
れ
た
）
場
合
に
発

生
す
る
、
企
業
の
損
害
賠

償
責
任
（
賠
償
金
な
ど
）

に
対
応
す
る
制
度
で
あ
る

（
図
）
。

　
労
働
災
害
が
発
生
し
、

労
働
者
が
死
傷
す
る
と
、

企
業
に
は
一
般
に
次
の
よ

う
な
法
的
責
任
が
発
生
す

る
。

①
民
事
責
任

　
使
用
者
に
安
全
配
慮
義

務
違
反
あ
る
い
は
過
失
な

ど
が
あ
れ
ば
、
被
災
労
働

者
ま
た
は
そ
の
遺
族
か
ら

民
事
上
の
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

業
務
に
起
因
す
る
災
害
で

あ
れ
ば
、
労
災
保
険
に
よ

る
労
災
が
給
付
さ
れ
る
。

②
行
政
責
任

　
労
働
基
準
監
督
署
長
か

ら
作
業
停
止
処
分
、
建
物

な
ど
の
使
用
停
止
処
分
な

ど
を
受
け
る
。
建
設
業
者

の
場
合
、
業
務
停
止
処
分

や
公
共
工
事
の
指
名
停
止

処
分
な
ど
を
受
け
る
。

③
刑
事
責
任

　
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

あ
る
い
は
労
働
安
全
衛
生

法
違
反
な
ど
の
責
任
を
問

わ
れ
る
。

④
社
会
的
責
任

　
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道

な
ど
に
よ
り
、
取
引
停
止

な
ど
社
会
的
信
用
を
失

う
。

　
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

は
、
こ
の
４
つ
の
責
任
の

う
ち
、
①
民
事
責
任
す
な

わ
ち
、
使
用
者
責
任
を
補

償
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
労
働
者
が
業
務
中
に
負

傷
す
る
な
ど
の
労
働
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
使
用

者
（
経
営
者
）
は
労
働
者

ま
た
は
そ
の
遺
族
か
ら
民

事
上
の
損
害
賠
償
を
請
求

さ
れ
る
。損
害
賠
償
に
は
、

主
に
治
療
費
（
死
亡
・
後

遺
障
害
の
場
合
は
逸
失
利

益
）
や
休
業
損
害
、
慰
謝

料
、
弁
護
士
費
用
な
ど
が

含
ま
れ
、
労
働
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
企
業
の
民
事

賠
償
責
任
が
５
０
０
０
万

か
ら
１
億
円
を
超
え
る
よ

う
な
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

額
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

（
表
４
）
。

　
一
方
、
損
害
賠
償
金
を

支
払
え
な
け
れ
ば
、
事
業

継
続
が
不
可
能
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
雇
用
し
て
い
た

多
く
の
労
働
者
も
路
頭
に

迷
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
プ
ラ
ン
は
、
業
務
上

の
事
故
に
よ
る
死
亡
・
後

遺
障
害
・
入
院
・
手
術
・

通
院
は
も
ち
ろ
ん
、
法
律

上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負

う
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損

害
を
カ
バ
ー
。
事
業
継
続

の
大
き
な
一
助
に
な
る
と

い
え
る
。

　
ま
た
、
前
述
の
よ
う
な

新
し
い
企
業
責
任
（
安
全

配
慮
義
務
違
反
な
ど
に
よ

る
企
業
の
法
律
上
の
賠
償

責
任
）
の
ほ
か
、
例
え
ば

う
つ
病
な
ど
の
精
神
障
害

に
よ
る
「
過
労
自
殺
」

「
過
労
死
」
が
原
因
で
認

定
さ
れ
た
労
災
な
ど
、
法

律
上
の
企
業
責
任
（
民
事

賠
償
金
）
を
問
わ
れ
た
場

合
の
慰
謝
料
や
訴
訟
費
用

（
弁
護
士
費
用
な
ど
）
も

対
象
に
な
る
。

　
平
成

年

月
に
施
行

さ
れ
た
改
正
労
働
安
全
衛

生
法
で
は
、
「
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
化
」
が

あ
る
。
メ
ン
タ
ル
疾
患
の

防
止
の
取
り
組
み
は
、
基

本
的
に
大
き
く
二
段
階
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
一
次
予
防
と
し

て
、
本
人
の
ス
ト
レ
ス
へ

の
気
付
き
と
対
処
の
支
援

お
よ
び
職
場
環
境
な
ど
の

改
善
の
段
階
が
あ
り
、
そ

し
て
、
二
次
予
防
と
し
て

不
調
の
状
態
に
あ
る
従
業

員
自
身
の
不
調
の
早
期
発

見
と
早
期
対
応
を
行
う
と

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
取
り

組
み
の
要
と
な
る
の
が
、

対
象
者
の
心
理
的
な
負
担

の
程
度
の
把
握
、
す
な
わ

ち
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で

あ
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
の
取
り
扱
い
の

難
し
さ
や
、
運
用
の
負
荷

な
ど
の
問
題
も
あ
り
当
面

は

人
以
上
の
事
業
場
が

対
象
と
な
る
が
、
自
殺
者

数
に
占
め
る
被
雇
用
者
・

勤
め
人
の
数
が
少
な
く
な

い
（
全
体
の
３
割
近
く
を

占
め
る
）
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
、
こ
の
適
用
範
囲

で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ

の
取
り
組
み
は
い
よ
い
よ

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

事
が
伺
え
る
。

　
保
険
料
は
、
補
償
内
容

が
同
じ
一
般
の
保
険
に
比

べ
約
半
額
程
度
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
業
種
を
問
わ

ず
多
く
の
事
業
者
が
本
プ

ラ
ン
に
加
入
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
売
上
高
を
基
に

保
険
料
を
算
出
す
る
仕
組

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加

入
に
当
た
っ
て
は
従
業
員

数
を
保
険
会
社
に
通
知
す

る
手
間
が
な
く
、
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
製

造
業
・
小
売
業
に
は
利
便

性
が
高
い
。
ま
た
、
役
員

を
含
め
全
従
業
員
が
自
動

的
に
補
償
対
象
と
な
る
こ

と
か
ら
、
中
小
・
中
堅
や

下
請
け
を
抱
え
る
事
業
者

な
ど
に
活
用
し
や
す
い
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
は
過
労
死
に
対
す

る
取
締
役
個
人
の
責
任
を

認
め
る
判
決
も
出
た
。
従

業
員
労
務
対
策
は
こ
れ
ま

で
安
全
配
慮
義
務
の
実

施
、
福
利
厚
生
と
い
っ
た

観
点
で
捉
え
ら
れ
て
き

た
。
だ
が
今
後
は
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口

の
減
少
な
ど
に
対
応
し
た

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
考

え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
従
業
員
の
心
身
の
健

康
を
保
つ
こ
と
は
企
業
に

と
っ
て
効
率
的
で
持
続
的

な
成
長
へ
の
投
資
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
あ
る
日
突
然
、
海
外
の

裁
判
所
か
ら
召
喚
状
が
送

ら
れ
て
き
た
り
、
弁
護
士

か
ら
英
語
や
中
国
語
の
訴

状
が
届
い
た
り
、
輸
出
代

金
の
支
払
期
日
が
過
ぎ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
取

引
先（
販
売
先
）と
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
た
り
し
た

ら
、
ど
の
く
ら
い
の
事
業

者
が
冷
静
に
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
商
工
会
議
所
で
は
、
輸

出
関
連
事
業
者
が
こ
の
よ

う
な
事
象
に
対
し
て
慌
て

ず
に
対
応
で
き
る
よ
う

「
海
外
展
開
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ン
」
と
し
て
、
「
中
小

企
業
海
外
Ｐ
Ｌ
保
険
制

度
」
と
「
輸
出
取
引
信
用

保
険
制
度
」
の
２
つ
の
保

険
制
度
を
提
供
し
て
い

る
。

　
「
中
小
企
業
海
外
Ｐ
Ｌ

保
険
制
度
」
は
、
被
保
険

者
で
あ
る
商
工
会
議
所
の

会
員
中
小
事
業
者
な
ど

が
、
製
造
ま
た
は
販
売
し

た
製
品
（
部
品
含
む
）
が

原
因
で
、
海
外
で
第
三
者

の
身
体
事
故
ま
た
は
財
物

損
壊
事
故
を
発
生
さ
せ
た

こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
た
場

合
、
和
解
や
判
決
な
ど
に

よ
る
損
害
賠
償
金
を
は
じ

め
、
弁
護
士
費
用
な
ど
を

保
険
金
と
し
て
支
払
う
制

度
で
あ
る
。

　
「
輸
出
取
引
信
用
保
険

制
度
」
は
、
被
保
険
者
で

あ
る
商
工
会
議
所
の
会
員

中
小
事
業
者
な
ど
の
売
掛

債
権
が
、
取
引
先
の
倒
産

や
取
引
先
国
で
の
テ
ロ
、

内
乱
、
天
災
、
海
外
送
金

規
制
な
ど
に
よ
り
回
収
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の

損
害
の
一
定
割
合
を
保
険

金
と
し
て
支
払
う
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
取
引
先

の
審
査
機
能
も
兼
ね
備
え

て
お
り
、
海
外
与
信
管
理

も
可
能
な
制
度
と
な
っ
て

い
る
。

　
両
制
度
と
も
慣
習
や
法

制
度
が
日
本
と
大
き
く
異

な
る
海
外
と
の
輸
出
取
引

リ
ス
ク
を
補
償
す
る
も
の

と
し
て
、
既
に
製
品
・
商

品
な
ど
の
輸
出
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
今
後
、
海
外
展

開
（
輸
出
）
を
開
始
す
る

事
業
者
に
と
っ
て
も
必
須

の
備
え
と
い
え
る
（
５
面

に
続
く
）
。


